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今市開所扇状地は東京から150Kn,足尾山塊の東北に大谷川が作った古い扇状地7; 北開東口

-ム層の鍵層となる七本桜一今市両バ ミスが典型的に分布しているB歴史的にはこの地域は日光東

照宮の存在による影響が大きく,扇頚部にはかつての今市の宿(現在の今市市街 )が位置L,そこ

から放射状に日光.例酷使.会津西.日光北の各街道が扇状地を走っているOそこで卒論では開所

扇状地をおおう,(ミス層及び黒ポク土壌に注目した地形と襲層地質 (特に今市Jtミスと七本桜J{ミ

ス層の分布と層厚を扱 う)その観点からみた地下水や港淑用水及び農業土地利用が主題とを9㌢ こ

れに日光東照宮の存在に影響盲れた今市の開発の歴史をからませた｡

本地域の地形は宇都宮を中心とする北開東全体の地形の一部として,北関東 ローム層との関係か

ら区分苔れた宝横寺.宝木.田原の各地形面をあてはめてみたO扇状地面は扇状地硬層の土にロー

ム層と七泰鋲 ,'ミスや今市Jtキス夜どのパミス層が堆横L,表面t'叩 野しい腐植火山択土壌である

黒ポク巌 舶 ウているのC,地下水面も深 車 もよく- ｡しかもこの地域叫 地に- 良

海抜5507n位の準高冷地で,いろV>ろ夜点から農業には不利を地域である｡そのため咋江戸時代

後期から蒋耽用水路が作られ,畑作から水稲作への転換がをされてきたが,rこの傾向紘現在でも強

くほとんどの農家の平均 1.2ha位の耕地鴫 大部分が永田で,畑は自家用試乗を作るために少し

残賃れているのみである｡ 戦後入植 した開拓部落のほとんどはこのようを既存農家の農業経営咋み
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怒らっT,水田化を目篠担している恥 萱場地区のみは酪農穫常をめざし県下でも優秀を成練をあ

げている｡萱墳地区は他の地区にくらべ有利恵条件もそなわゥているのだ杓 開拓部落における2

つの農業経営が今後の今市開析扇状地の農薬土地利用の指針をあらわしているように思われる｡自

然条件などから比鞍鼻経営の方が望ましいL,萱壕のように成功している所もあるカi現在水稲作

は技術的にも商業的にも安全で,､酪農のように艶本の必要とか大きを失敗め危険性卑どがないので,

この地域にもゥとも適した農業経営として盲らにその重要性を強めていくように思われる｡

域 の 地理学 的考 察
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調査地城は多摩丘陵南端部を刻む柏尾川流域とし,酉に藤沢市に接し南に鎌倉市を含む横浜市の

南部に位置する｡この地域は丘陵内の谷底平野に水田が作られ,血蒙斜面や崖下の徴高地には集落

が見られる田園地帯であったが,京浜=業地帯と湘南地方の中間地帯にあるたb,最近は住宅地化

や工業地化の現象が著しく,｢股住宅が増しているのは勿論であるカi水田地帯には主に工場が立

並び.,また丘陵上に妊アJL ト群がそびえる.ようにをゥた｡このような最近の急激を変貌をただ変

化した変化したで眺めるだけで攻く,卒論には調査地域を一つの単位として,その変貌をできるだけ

網羅し,教畳的にとらえると共に変貌によゥて発生した問題の発見を試みて,′との地域の性格を出

してみたいと患 ったB

卒論の内容構成は次の通Dである｡

蕗一章 柏尾川流域の概悦

①位鹿.⑧自然･⑧産菜.④集落と交通の発展

弟二幸 柏尾川流域の地形

①地形区分.⑧柏尾川.①沖横層

弟三幸 柏尾川低地の工業地化

①都市化.噛工場の進出･③近郷農村の変動

弟四幸 水 の 専

①柏尾川の供か ㊥洪水の特性･㊥水利用･⑥洪水の原因

弟玉章 ま と め
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